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はじめに
みなさんは「空城計」という言葉を知っているだろうか。私が興味を持ったきっかけは『名探偵コナン』 （六十五巻）
（二〇〇九年
　
青山剛昌
　
小学館）
である。
ＦＩＬＥ１０「死せる孔明」ＦＩＬＥ１１「生ける仲達」におい
て、コナンたちが犯人を導くために考えた策が「空城計」というのである。
果たして「空城計」とはどういう意味 。
【空城計】西皮劇の一種。一名、扶琴退兵。又、京劇の演目。三國、蜀の将、諸葛亮は街亭で馬謖を破つた魏将司馬懿の軍に迫られ、城門を開き城楼に琴を弾じ、彼をして却 て用心させたが、彼が、空城と知って再襲した時には、蜀の援軍に出会つて魏は退いたといふ三國志演義の故事を脚色したも 。 （ 『大漢和辞典』諸橋和轍次）
空城計とは劇の演目の一種であり、現在でも京劇「空城計」は人
気の演目である。
空城計は、圧倒的に自軍が少なく不利なときに、あえて城門を開
け放つことで、逆に警戒心を抱かせ、敵を自ら退かせて戦を回避する戦術のことである。諸葛亮が街亭の戦いで自軍が少なく疲弊しているところに、魏がせめてきた時にこの戦術を使ったという。こちらにとっては相手を見極める力を必要とする非常に危険な策である。
この故事は『三国志演義』に見られる。注目すべきは正史『三国
志』の故事ではないというこ だ。 『三国志演義』は『三国志』の事実を元にしながら誇張や創作が加えられた小説である。演義』が成立する以前も、すでに三国志は書き写されたり、芸能や演劇で演じられていた。現代まで記録や口承、演劇等 まざまな手段で三国志が受け継がれて 中で、なぜ空城計の故事がとりあげられ、親しまれて今日にいたるのか。これが本論文の課題である。
第一章
　
文献に見られる三国志と空城計の故事
第一節『三国志』正史『三国志』は晋の陳寿が記した歴史書である。後につけられ
た裴松之の注釈は、多くの史料に基づいてこ を補注している。こ
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の『三国志』は紀伝体であり、分類ごとに記されている。したがって、一連の流れで語られる講談や 時間軸に沿ってひとつの物語が展開される『三国志演義』とは目的も表現も異なる。『三国志』には、 「諸葛亮伝」と「馬謖伝」がある。 「空城計」の故事はこれら二つの伝のどちらかにあるだろう。ところが、 『三国志』を参照すると、馬謖の失敗で街亭の戦いに
敗戦した後、すぐに「謖を戮して」となり、その間に空城計の話は一切出てこない。つまり『三国志』では諸葛亮の空城計はないということになってしまう。そこで、裴松之の注釈を参照すると、果たして「諸葛亮伝」に空城計の場面を記した注が見られた。
郭沖の〔諸葛亮弁護論の〕第三にいう。 （―中略―）諸葛亮は平然たるようすで、旗さし物をすべて伏せ、陣太鼓を鳴らさず、みだりに陣幕から出ることを許さぬと命じ、さらに四方の城門を開け放ち、地面を掃いて水をまかせた。宣帝はつね 諸葛孔亮が慎重な人物だと思って たのに、わざわざ勢いの弱さを見せつけるゆえ、もしかした 伏兵がいる ではないかと疑った結果、軍を引いて北方の山に向かった。翌日食事の きに 諸葛亮は手を打って大笑いしながら属官に向かっていっ 、 「司馬いはきっとわし 臆病 から強大な伏兵をお るだろうと思って、山沿いに逃げたの 」 （ちくま学芸文庫『三国志』 ）
この記述に対して、裴松之は「諸葛亮は臆病といわれていたから
こんな大胆な計画はできない」とし、作り話であると述べている。（諸葛亮は司馬懿を臆病だといっているが、史実は、司馬懿が諸葛
亮を臆病だといっていたようである。 ）
つまり、陳寿の『三国志』の内容の補足として裴松之は空城計の
場面を引用しながらも、さらに別の引用を根拠に、空城計事実でないと結論づけているのである。
それならば、史実である『三国志』にわざわざ作り話の空城計の
場面を挿入した、裴松之の意図はどこにある か。裴松之が注釈をつけることになっ 理由は宋 文帝の理解と教養を促すためである。だから、作り話も含めて豊富な引用をしたのだろう。また、文帝がつまらない史実 楽しく読めるように、楽 い作り話を挿入したとも考えられるのではな か。
このように、裴松之の注で空城計の故事は登場するのだが、それ
は作り話であることが前提であることが明確と っている。これが、小説『三国志演義』に ると、あた も史実かのように描写されている。 における空城計の場面の表現に、裴松之 注が影響したことは間違いないだろう。
小説は、歴史書と異なり「史実である」という建前もなければ断
る必要もな 。
そうなると、何が史実であるかを見極める方法は、読者の認識に
よるしかない。読者は「この小説のこの場面は史実で る 」 いうことを疑って読むだろうか。それがす に史実であ 「三国志のタイトルを冠している らなおさら全てが史実であると思い込んでしまうのは無理も ことだ。 『三国志演義』以前 、三国志は講釈師や芝居によって語られ演じられ、娯楽として大衆 受 入れられていた。すなわち何が史実か、歴史書のように重要視されていないことは明らかだ。講釈や芝居は娯楽のためであっ 、 を
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知るためでも勉強するためでもなく「楽しむ」ことが目的となる。そこで、次節では講談で語られたものが元となっている『全相平話三国志』を探りたい。
第二節
　『全相平話三国志』
『全相平話三国志』は講談の内容を種本化した書であるといわれる。娯楽が主な目的であるので、教養を身につける読書に値する完成
度を備えているとはいえない。しかし『三国志』という史実に、創作などが加 られた いう点においては『三国志演義』に先立って三国志を初めて小説化した作品といえる。
講談では民間芸人によってさまざまな話がなされる。その中でも、
特に三国志は「説三分」と称されるほどの人気であっ という。全相は挿絵入りの意で平話は講談のことだ。内容はおもしろく大げさに、当て字も多く挿絵も豊富で楽しく読めるようになっている。
当時の読書はまだ、限られた知識人のものであった。娯楽として
の『全相平話三国志』が、大衆が書に親しむきっかけのひとつとなったことも考えられる。
内容は、冒頭部が実に独特である。冥界へ呼ばれた司馬仲如が裁
きをくだし、韓信を曹操に、彭超を劉備に、英布を孫権に生まれ変わらせ天下を三分させ、証人の蒯通は諸葛亮 生まれ変わらせた。そして裁きをくだし 天帝は司馬仲如を司馬懿に転生させたという話だ。
このような冒頭部分は「入話」と称され講談ではお決まりとなっ
ている。小説や講史の入話には びたび仏教をとく説教が挿入され
ていた。そうなれば入話において仏教の教えがあったのではないか。この冥土裁判の話は、仏教の輪廻転生の えによるものだと考えられる。気付く点は次の二点だ。
一．史実でないことは明確二．三国鼎立の経緯を説明することで、三国鼎立が正当化され
ている
一に関しては、井波律子氏の『三国志演義』によると、ここに出
てくるような輪廻転生の発想は『紅楼夢』など他の書物にも見られ、この典型を利用して登場人物を転生させることで物語が始まる合図にしているという。
いずれにせよ入話は広まっていたということだ。物語が始まる合
図というのは、史実でないことへの断りという意味だろうか。そうすると、ここで 史実 虚構の境界が意識されていたことになる簡単に考えれば、物語の「はじまりはじまり」の役目のような、より小説らしさをかもし出す部分 あったのかもしれな 。
二に関しては、三国鼎立で使われる「三」という数字は、儒教や
道教、仏教など中国に流入した教えのいずれにおいても特別に扱われていることと関係するだろ 。古代中国 は三は世界を構成する数字と認識されていた。三 いう数字の影響が、民衆に三国志が受け入れられた理由の一つであ ことが複数 学者に指摘されている。
それでは、 『全相平話』における空城計をみてみよう。全相平話は五種あるがその全て中国には伝わらずに現在、東京の
内閣文庫に所蔵されているテキストが唯一のものだ。幸 なことに
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二階堂善弘氏のウェブサイトで翻刻と影印が公開されており、参照させていただいた。まず、目次を参照すると、空城計の文字は見当たらなかった。六十五の項目に、 「孔明斬馬謖」 あり、ここにならば空城計もあるのではないかと読んだが、その内容を見つけるとはできなかった。
それならば、平話において空城計の故事がとりあげられない理由
は何か。それは、空城計の分かりづらさにあるのかもしれない。空城計 知恵を使った戦略である。大衆に親しまれ 講談には受け入れがたかったのかもしれ い。ま 、講談で空城計の魅力 伝えられるかという点も難しいように思う。講談のようにテンポよく話されていくよりも、書物でじ くり読んだほうが面白みがわか 気がする。『全相平話三国志』とは対照的に『三国志演義』では空城計が実に細かく取り上げられて る。こちらは文字が読め 程度 ある程度教養がある人々が読者層であ 空城計 まさ 最適な内容だ。つまり『全相平話』は娯楽ゆえに空城計が取り上げ れなかったと推測できるのだが、ここで、同時代の元雑劇にも注目してほし元雑劇は『全相平話三国志』と同時代に最も栄えた芸能であり、
かつ最高の文学であるといわれる。
元雑劇には空城計の演目はあったのだろうか。元雑劇の流れを受
けた明代における三国劇の殆どの翻訳が載っている『三国劇翻訳集』にあたったが空城計を確認することはできなかった。しかし、元雑劇は現在わ っているものだけで七三〇種もあり、内容も多岐にわたるので、もし したらここには空城計の演目や場面描写があったのかもしれない。そうすると、この時代が 劇「空城計」の
萌芽であると考えることもできる。元雑劇については二章で改めて触れたい。
第三節
　『三国志演義』
『三国志演義』は代表的な白話小説である。初歩的で平易な文言文ではあるが、文字が読める庶民たちが読者層だ。文字を知っていても、教養がないという人にも分かるように記された小説である。当て字や挿絵の多い『全相』に比べ文学的要素が強いことは明確だ内容も演義のほう はるかに多い。『全相平話三国志』が誰にでもわかる表現で大衆の支持を得たのに対して、 『 』は文学的要素 よって支持を得た。より難しい要素が盛り込まれ 出版されたことは、三国志が大衆に一般的に知られていたことと、その人気を裏付け 根拠にもなる。それでは内容を見てみよう。
司馬懿が十五万の大群を率いて西城目指し押し寄せ来るとの知らせ。おりしも孔明 身辺は文官ばかりで大将は一人もおらず、従えてきた５千の兵士もすでに半ばが糧秣を運び出していったあとのこととて、僅か二千五百しかいない。文官たちはこの知らせに色を失った。孔明が櫓に登って眺めるところ、果たして砂煙天に沖し、魏の軍勢が二手に分かれ 西城県へ殺到してくる。孔明はただちに旗さし物を一本残らず片付け、武将は各自城壁の持ち場に着き、みだりに動き回ったり 声 発したものは斬って棄てると触れると、四法の門を開いて、各門に二十人の兵士を配し、領民の身なりをして道を掃いて ること 命じ、
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自分に考えがあるゆえ、魏の軍勢が来ても立ち騒いではならぬといい含めた。かくして孔明は、道袍をまとい、綸巾をいただくと、侍童二人をともに琴を持って櫓に登り、欄干を前に座を占めるや 香をくゆらし琴をはじき始めた。　　　　　　
 （ 『中国古典文学大系』二十七巻
　
　　
第九十五回
　「武候
　
琴を弾じて仲達を退く」 ）
諸葛亮の本来の姿であるという臆病さを示す描写はどこにもない。
諸葛亮を「臆病」といっていた司馬懿が『三国志演義』では、 「ああ、わしは孔明の敵ではない」と認めるほどの諸葛亮の変貌ぶり ある。また、立派な諸葛亮が描かれつつも、魏軍が退いていくのを手をうって笑っていたり、 「わしが司馬懿でなかったら、決して退かなかったであろう」と触れ回るなど、飾らな 人間らしい一面も見られる。
空城計を実行するには、危険と決断する勇気を伴う行動が必要な
だけに、正史『三国志』で 「 臆病であるから空城計は作り話である」と結論付け が、 『三国志演義』においては逆に空城計の場面を描写す ことで「諸葛亮は知略に長けた英雄である」というイメージ つくりあげ といえるだろう。
第一章では三種類の書を参照したが、 『平話』には空城計 描写
は見られなかった。その理由は文学的要素の弱さだろう。元々講史で語られて たも をそのまま文字におこしたものであるから、文字に残すことを前提に書かれた『演義』とは性格 異なる。また、『全相平話三国志』にはみられなかったが、他の講史では空城計がとりあげられていた可能性 ある 同時代の雑劇で空城計がとり
げられていた可能性は皆無ではない。講史や雑劇においては「空城計」という演目として独立せずとも、三国志の話において空城計の場面が描写されていた可能性は大いにある。
三種類の文献を比較して考えられることは二点である。
一．諸葛亮が知略に長けていること、その人柄の魅力を示すエ
ピソードして空城計の場面が出てくる。
二．空城計は知略的な戦術のため、細かい描写を必要とする。
そのためテンポよく楽しむ娯楽よりも、文学的で小説的な作品に表現される。
空城計がどのようにとりあげられたのかを探った。第二章ではな
ぜ舞台にまで広がったのかを考察する。芸能、演劇の分野から三国志について述べたい。
第二章
　
演劇に見られる三国志
第一節
　
中国の芸能
第一章では、歴史書、講談の記録、文学作品それぞれから空城計
の表現を比較した。第二章では芸能、演劇における空城計を考察する。中国で演じることが始まったのは、古代祭祀 場である。これが
　
舞に発展した。のうまいとは正月に踊りや歌によって鬼や病気
を追い出す宮中行事の類で説唱もこの中 含まれる。これが次第に娯楽に傾き漢から宋代に大流行した大曲とよばれる音楽舞踊を生み出した。
説唱が始まったのは唐代である。説話とは民間芸人による語り物
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の類をさす。この説話で語られた三国志を種本化したものが『全相平話三国志』である。唐の中期ごろからは文学の運動が起こり、これにより、庶民が文学や芸能といったあらゆる表現分野に関心をもって進出していった 芸能の分野は『三国志』 、 『西遊記』など物語に取材したも から民間伝承、神 、日常生活を表現したものまで豊富な内容があった。
このような説話の中で三国志は講史として語られた。元代になる
と講史は「平話」と独立した形で称され ようになる。そして刊行されたのが『全相』だ。
一方で、説話に影響を受けて戯曲が形成され、芸能は大衆のもの
となっていく。それまで散楽 呼ばれ さまざまな 類は「雑劇」 総称 の中から演劇の要素が生 れてく 元雑劇こそ本格的な演劇の始まりといわれる この元雑劇において三国志を題材とした脚本は現在二十一種確認できる。残念なことに、 れを含めた元雑劇の から、空城計の項目、場面描写を見つけることはできなかった。
雑劇の特徴は表現方法だ。作曲が作詞に先立つ。その理由は雑劇
の成立過程にある。
説話に影響を受けて生まれた「戯曲」は伝統的な演劇 総称して
指す。この戯曲の「曲」とは元代に生まれた詩歌のスタイルのことであり、元雑劇で歌われる歌のこ をいう。一人の民間芸人がテンポよく語る説話から音楽要素が生まれ、演劇が生ま ならば自然な流れであ 元雑劇で歌うことができるのは一人の役者 みだ。これもまた説話の影響な かもし ない
このように元雑劇は、歌が大切な要素であり、それが芸術作品と
なるのだが、また元代における最高の文学作品ともいわれている。なぜ らば、それまで演劇で使うような話し言葉は書かなかった文士たちが次々と脚本を手掛けるようになったからである。プロの書き手がつくことで、芸術作品のみ とどまらず、 しての要素を兼ね備えることになったのだ。
文学とは史実と異なり、違う世界へと誘う性質を持っている。そ
の違う世界へ誘う めの表現手段として文体や役者を工夫しなければならない。この異化効果をど ように創作するのかが、文学作品としての面白さを左右する。 『三国志演義』において羅貫中の 体が注目され、白話小説が流行した と同様 雑劇において構成や衣装などの表現に大衆の観客の関心が寄せられた の推測は容易い。元雑劇は異化効果を十分に伴うから文学作品と認めら る ろう。
元雑劇は大衆の間で流行したが、明代に入ると急に衰退してしま
う。代わって台頭してきた が伝奇劇（南曲系戯曲） ある。地方にさまざまな形が存在する。その土地独特 節があり、 れを声腔という。昆山腔 ど 有名だ。西皮劇もまた、地方劇の一種 あり西皮腔と同様の意味だ。この西皮劇と二黄腔という二種類 地方劇が、清代において成立した京劇 土台と ったのである。次節では西皮劇について述べたい。
第二節
　
西皮劇
西皮劇とは地方劇の一種である。中国で 劇の中でも比較的大規
模のものを「戯」といい、小規模のものを「劇」という そ ため、劇には地方 ものが多くみられる。それぞれの地方による独特 節のことを腔調という。中国音楽は腔と調の決まった節、メロディー
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を組み合わせて演劇の要素を作っていく。「西皮」とは秦腔の発祥の地である陜西省の「西」と戯の意味を持つ「皮」という言葉からできたものだ。 （秦腔は西皮腔の土台となった腔調という。 ）
【西皮調】舞楽の名。北京で安徴の優伶よりなる徴班 専ら唱へるもの。梨園佳話、此 調は黄
　
即ち湖北省におこるといひ、金臺殘淚記には甘
蕭肅調を南方では西皮調といふし、又、西皮とは西秦の唱 義といふ。 （ 『大漢和辞典』 ）
西皮劇は京劇に吸収されているのだから、元々西皮劇で演じられ
ていた「空城計」が京劇になっても残り続けて演じられたと考えることができる。また、 『大漢和辞典』の空城計の項目には、西皮劇は「一種」と記されているのに対して、京劇ははっきり 空城計が「演目」であると明記されている。
京劇においては完全な台本が存在しているが、その前身であろう
地方劇の西皮劇では、それほどまで演劇としての完成度 なかったのではないかと推測 きる。西皮劇は節は決まっ いる のの比較的自由な音楽構造であり、それほど脚本というものが重視されていなかったのではないか。雅部 分類された昆山腔に対 、西皮を含む南方系戯曲 華部 称され俗なものと分類されていたからだ。
西皮劇における「空城計」が演じられた時代は『三国志演義』が
出版されたとき同時期 ある。 腔という地方劇にお てすでに「空城計」が演じられていたということだ。
「三国志演義」の故事をもとにして「空城計」が成立したことは、
『大漢和辞典』に記されている。
それならば、西皮劇の地方の人々が『三国志演義』を手に取り読
んで、第九十五回に出てくる空城計の場面に感動して、 「空城計」の劇を創作したと考えることができる だ。
空城計が当時の話題であったこと考えられる。三国志自体は古い歴史を持つものであるが、それが羅貫中らに
よって、新たな側面が開拓され大衆に影響を与えたとしたら、そこに新鮮な感覚が生まれるのも分かる。
西皮劇の「空城計」は、 『三国志演義』に影響を受けたものであ
るから、娯楽目的だっ としてもそこにはやはり少し も何かしらの文学的要素が求められていたのではない 。それでも、やはり地方劇にとどまった段階では演劇の表現としては粗削りな部分があり十分といえない部分はあ た ろう。
西皮劇が都市に出て、京劇の土台となっていくと同時に そ 内
容はどのように変化したのか。京劇において演劇表現が洗練されて表現方法が磨かれたのではない
次節では京劇について述べる。第三節
　
京劇
京劇は清代に成立したといわれる。最も有力な説は乾隆帝の八十
歳の祝いをきっかけに各地方 劇団が年に集 りそれらが融合し生まれたと う。
京劇における「空城計」は知らない中国人がいないほどに有名で
ある。流派によりさまざまに演じられている。 「空城計」は第一場
― ―81
から第十六場まであり、街亭の戦いから馬謖の処刑の場面までが描かれている。空城計の場面は第十場に見られる。諸葛亮が兵たちに門を開け放つ指示をして魏軍を迎えようというときい歌う諸葛亮の歌を引用する。
我用兵數十年従来謹慎錯用了小馬謖無用之無用之人、
　
無奈何定空城計我的心神不定
（京劇叢刊一集『空城計
；樊江關
；挑滑車』 ）
十年近慎み深く兵を用いてきたが、今回は馬謖を用いたことで失
敗を犯した。
そして、今空城計以外の策はないほどに危機に陥っている。成功
するか失敗するかは分からず心が定まらない心情を詠んでいるのだろう。
これまでの『三国志』や『三国志演義』に比べて内容と諸葛亮の
心情が凝縮され濃く表現されているようだ。台詞が洗練さうえに、これが芸術性をもって歌われ、さらに視覚的にも訴えるものがあるならば観客は引き込まれずにはいられない。
諸葛亮の心情が よりも細かく描かれているという点をふ
まえると、文学としては抒情詩の要素が強いことが分かるだろう。『三国志』や『三国志演義』はあくまで叙事詩の分類になる。京劇は詩（文学）の三大区分としては激詩（劇文学）の分類になるが、これには叙事的要素と、音楽にのせた簡潔な台詞による心情を表現した抒情的要素のどちらも含まれている。
つまり、京劇は劇でありながら、文字だけでない音楽があり、小
説や歴史の要素もつまっているのである。人の歴史を描いたものが、人によって、時代にあうように工夫して少しずつ形を変えて受け継がれたといえるだろう。
文学とは芸術的な文章のことをいう。京劇における曲は、芸術的
な文章に値する。従って、京劇は文学である。
文学というものは、はじめは文学として享受されないものである
ようだ。なぜならば、芸術はどこかしら洗練された新しい部分を必要としながらも、時代によってその「新 さ」の価値観が異なるからである。たとえば 本論で資料とし 扱った『三国志』や『全相平話三国志』は今日の我々にとっては大変貴重な史料である。しかし、これらは当時の人々にとっては 難しい言葉で読み解けないだけの歴史書であったり、単 る娯楽であったり、決して「これは文学である」と認識され ものではなかった。
人々によって工夫され受け継がれていく過程で、文学の要素が生
まれて、形作られ 自然と人間の心情が洗練さ て表現されるのある。
これまで、空城計の故事がとりあげられ、京劇の演目 して成立
するまでに至ったのかを考察してきた。空城計は、諸葛亮という人物の魅力を引き出すのに適した場面だ。諸葛亮を通して、人間の心理、心情を表現す ことが自由にできたために りあげ れ 々に広まり受け入れられ、それ また少 人々によ て形を変 られ、どんどん洗練された文学的な表現 となって、とうとう京劇の演目になったのである。
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第三章
　
空城計はなぜ舞台になったのか
第一節
　
なぜ空城計画の故事がとりあげられたのか
前章までは、書物や演劇でどのように空城計が表現されているの
か、表現方法から考察をしてきた。ふまえて、本章では空城計がなぜ舞台にまで表現されたのかを探り い。
まず、三国志の中から なぜ空城計の故事がとりあげられたのか
を考察する。
三国志における空城計の故事は『三国志』は裴松之の注の引用に
見られた。裴松之は「諸葛亮は臆病である ら、空城計は作り話である」と補足しながらも 詳細に引用して解説をしている。逸話である、という一つの知識を得るとともに、単なる史実であった三国志におもしろさが加わる。
そして、小説『三国志演義』で 空城計 故事がとりあげられた。
小説は違う世界へ誘う性質 持つフィクションであり、文学である。
その異化効果として用いられるのが文体や、史実に少し創作を加
える工夫だろう。
それでは、 『三国志演義』 の表す世界はどのようなも か。それは、
最大限に引き出される人物の魅力である。人物描写から、人物像を作り上げていくことができる。人物の魅力ばかりを追求すると、娯楽のみに偏り文学的要素 なくなってしま おそれもあるが、その両方のバランスが保たれているのが、 『三国志演義』 で 。それも、楽しみながらおのずと教養がつくよ な作品な だ。まず、文字を読める大衆に、普段とは違う世界へ誘う文学の魅力を伝えた。そして、事実とは異なる描写でも、人物の魅力を描くことで、読者に考
えさせて、教養を得られるようになっている。空城計でいえば、慎重な諸葛亮がなぜ、大胆な計画に踏み切 たのか、どのように相手をやりこめるのか、といったところだ。
このように、細かな人物描写をすることで読者はその内面をより
深く考えるようになる。この解釈はもちろん個人それぞれである。『全相平話三国志』に空城計の描写が見られなかったのは、おそらく文学的要素が薄いからであろう。娯楽としての人物の魅力が十分に描かれるものの、それは聴い いる大衆にわかりやすく伝えるだけにとどまり、先 細かな描写から何かを考え知識を得るといったところ は『三国志演義』に及ばない。 『全相平話三国志』出版当時は、読書は勉強のため 手段であった。全相平話は読書ではなく、あくまで絵本であり楽しむことが目的であったのだろう。『三国志演義』における文学の異化効果による違う世界とは、誇張され工夫され 人物描写であり、そ 中に凝縮されている何か考えさせる教養のエッセンスが読者一人一人に与える刺激だと える。
第四章
　
空城計はなぜ舞台になったのか
『三国志演義』において空城計がとりあげられた理由は、文学的要素を持つ場面だからであることを述べた。それでは、この空城計の故事がなぜ舞台（京劇）にまでとりあげ
られたのかを考察したい 空城計が西皮劇でとりあげられたのは『三国志演義』の出版と同時期のことである。
文を読んだだけ も人物 魅力が十分に伝わってくるような話に、
視覚的効果を加えて立体的に表現してみたいと思うのは自然な流れ
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だ。
演劇は見て聞いて楽しむことができる。 『三国志演義』が出版さ
れたのは明であるから、すでにこのころ元雑劇は廃れていたのだが、この流れを継いだ三国志の演劇を羅貫中が鑑賞して影響を受け ならおもしろい。なぜなら、三国志の演劇と書物に影響を受けて創作された小説『三国志演義』から、西皮劇や京劇の演目が生まれたとすれば文学と演劇が互いに影響を与えあっていることが明確になるからだ。
空城計における文学と演劇の関連性につ は、中国の演劇の成
立から考えて、間違いなく強いだろう。そもそもの中国の演 は音楽によって始まったものであり、その音楽と文学が一体化することで演劇の新たな形が生ま からだ。音楽と文学の一体化については、中国ならではの理由もある。音楽とは即ちリズムである。語は現在でいえばピンインがあるように、抑揚があって、拍感る言 だ。この点 おい 中国語の言語時代が音楽で る いえるのだ。
文学は言語が要だ。言語で表現しようとして、それを洗練させて
いくと、自然と音楽で表現することに結びつくのだ。こ が、中国にお て文学と音楽が結びつく所以 ある。さらに音楽が芸術性求めると、芸術と結びついた音楽と、文学、三者 一体となる。これがまさに演劇の魅力なので ないか。
京劇は余計なものがなく洗練された演劇であるといえるだろう。
つまり、空城計が洗練された演劇で表 されること 内容もさらに洗練される効果をもたらした 考えることが き 。また、空城計の内容が同じでも、子供が知る なら、書物 はなく演劇の方が
入りやすいように、表現手段としても大衆に親しみやすい演劇が最適といえるだろう。そのように考えると、空城計は京劇になったことで、新しい観客層、読者層を獲得して広げているのである。
空城計はなぜ舞台になったのか。それは、空城計が文学であるから、自然と音楽と結びつき、より
洗練した表現へと向かっていったからである。また、空城計を広めるために、演劇 いう 表現手段へたどり着いた結果である。
終わりに
一つのことを伝えていくには、常にそれを知らない新しい層を目
の前にすることになる。その過程で、伝 側は「どのように伝えたら伝わるか」を考え、受け取る側は 一人一人時代や違った環境で色々なことを考える。そうすると、史実 違うことが生まれてしまうのは仕方ないし、それがまた楽しい。それこそが文学の魅力であるのだろう。人間の感情 表現す 文学は、日本でも和歌に 表されるように早くから発達していた。第二章で雑劇について述べたが、その前身は散楽という雑多な芸能で、日本には奈良時代にこの散楽 伝来して、さまざまな芸能が発生し能や狂言ができた いう。日本と中国の芸能のルーツは同じな だ。日本におけ 空城計ももとは同じ『三 志』 。今でも有名 こ 故事が日本ではどのように広まっていったのかは気になるところであ 。これからの課題としたい。参考文献
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